
【問題解説】

（1）衛生管理者数は、300人の事業場なので2人選任している。違反なし P27 則7条1項4号

（2）衛生コンサルタントは、非専属でもよい。違反なし P28 則7条1項2号

（3）500人を超える事業場で暑熱な場所に30人以上従事している場合は、衛生工学衛生管理者

の専任が必要になるが、300人の事業場なので選任の必要が無い。違反なし P28 則7

条1項6号

（4）衛生管理者の専任要件は、常時1,000人を超える事業場もしくは常時500人を超える事業

場で、有害業務（次項に示す表参照）に30人以上従事させるもの。違反なし P28 

則7条1項5号

（5）上記（1）から（4）まで違反はないので。正しい



     

                

                 

        

         

     

     

        

                 

  

      

          

           

            

          

             

                  

       

        

           

                

           

    
    

    
   

【問題解説】
P37  令6条参照

酸欠

粉じん



【問題解説】

（1）P324 石綿則36条。正しい

（2）P322 石綿則21条、23条、26条。正しい

（3）P325 石綿則40条、41条。正しい

（4）P323 石綿則28条、35条の2。正しい

（5）P323 石綿則28条、35条の2 。毎日一回以上掃除を行なわなければならな

いので誤り



【問題解説】
P76  法42条参照

                                     

             

      

      

                     

                        

            

           

      

     

       

       

      
      
                       
        

             
             
          

    
    
          
         
                     

                 
   

   
   

      

    
      

【問題解説】
P189  有機則1条⑥参照



【問題解説】

P46  別表第１（P45 則16条、則17条関係）参照

作業主任者の選任で、免許を有する資格者から選任する業務は、高圧室内作業、エックス線

作業、ガンマ線透過写真撮影作業である。

※潜水業務は、作業主任者の選任規定はないが、潜水士においては免許が必要である。

•労働安全衛生法に基づく免許には、以下の種類があります。
• クレーン・デリック運転士免許
• 移動式クレーン運転士免許
• 揚貨装置運転士免許
• 高圧室内作業主任者免許
• 発破技士免許
• ガス溶接作業主任者免許
• ボイラー整備士免許
• 衛生工学衛生管理者免許
• 第一種衛生管理者免許
• 第二種衛生管理者免許
• 林業架線作業主任者免許
• エックス線作業主任者免許
• ガンマ線透過写真撮影作業主任者免許
• 潜水士免許
• 特定第一種圧力容器取扱作業主任者免許
• 特級ボイラー技士免許
• 一級ボイラー技士免許
• 二級ボイラー技士免許
• 特別ボイラー溶接士免許
• 普通ボイラー溶接士免許



【問題解説】

（1）P290 酸欠則２条により、正しい。

（2）P293 酸欠則3条により、正しい。

（3）P294 酸欠則8条により、正しい。

（4）P298 酸欠則25条の2により、正しい。

（5）P294 酸欠則11条により、誤り。

・パルプ液を入れたことのある槽の内部作業は、第2種酸素欠乏危

険作業に当たるので「酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能

講習」を修了した者のうちから選任しなければならない。



【問題解説】

P124 令第２3条 ・P125 則第53条参照。



【問題解説】

（1）P301 粉じん則4条、7条、9条により、正しい。

（2）P305 粉じん則13条により、誤り。

・ろ過除じん方式又は、電気除じん方式が正しい

（3）P303 粉じん則5条、7条により、正しい。

（4）P307 粉じん則25条、26条により、正しい。

（5）P307 粉じん則25条、26条により、正しい。



【問題解説】

（1）P52 法17条③により、誤り。議長は総括安全衛生管理者又はそれ以外のもの

で、事業を統括するもの若しくは準ずる者が正しい。

（2）P52 法17条④により、誤り。議長を除く委員の半数についてが正しい

（3）そのような規定はないので、誤り。

（4）P53 法18条③により、正しい。

（5）P54 則23条④により、誤り。 3年間保存が正しい。



【問題解説】

P25 令第２条 により、林業、鉱業、建設業、運送業、清掃業の5業種が、労働者数

100人以上の事業場では、総括安全衛生管理者を選任しなければならない。



【問題解説】

（1）P118 則52条の2により、誤り。1月当たり80時間を超えが正しい。

（2）P119 則52条の7の3により、正しい。

（3）P118 則52条の3により、誤り。申し出があった時は、遅滞 く面接指導を

行うが正しい。

（4）P110 法66条の8第1項により、誤り。産業医でなければならないという規

定はない。

（5）P119 則52条の7により、誤り。 遅滞なく行うが正しい。



【問題解説】

（1）P121 則52条の9により、誤り。年一回が正しい。

（2）P121 則52条の10により、誤り。

（3）P122 則52条の12により、誤り。

（4）P122 則52条の10➁により、正しい。

（5）P122 則52条の15・則52条の16により、誤り。 検査の結果、心心理的な

負担の程度が高い者であって、受ける必要があると医師等が認めた者。本人

の申し出があった時は遅滞なく面接指導を行わなければならない。



【問題解説】

（1）P181 則619条により、誤り。6か月以内ごとに1回、定期的に統一的に行うが

正しい。

（2）P181 則618条により、誤り。常時50人以上又は常時女性30人以上の労働者を

使用する事業場は、男女区別して設けなければならない。

（3）P178 則600条により、誤り。一人について10 ㎥以上としなければならないの

で、設問によれば600㎥必要になる。500 ㎥は誤り。

（4）P184 則630条②により、誤り。一人について１㎡以上が正しい。

（5）P178  則604条により、正しい。
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